
(57)【要約】

　　【課題】軽量かつ柔軟で身体に対するフィット性に

優れ、且つ通気性にも優れ、しかも必要に応じて着脱が

簡単にできる腰部保護パッドを提供する。

　　【解決手段】腰部の両側部に当てる腰部保護パッド

（１）を、可撓性を有する平板状をなす基部（２）と、

該基部の一方の面における装着時に腸骨稜（１１）に対

向する部位に突設された弾力性に富む素材からなる上側

凸部（３）と、前記基部の一方の面における装着時に大

転子（１２）に対向する部位に突設された弾力性に富む

素材からなる下側凸部（４）とを備えるものとし、これ

ら上側凸部と下側凸部とを、上下に分割するものとする

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 腰 部 の 両 側 部 に 当 て る 腰 部 保 護 パ ッ ド で あ っ て 、
　 可 撓 性 を 有 す る 平 板 状 を な す 基 部 と 、 該 基 部 の 一 方 の 面 に お け る 装 着 時 に 腸 骨 稜 に 対 向
す る 部 位 に 突 設 さ れ た 弾 力 性 に 富 む 素 材 か ら な る 上 側 凸 部 と 、 前 記 基 部 の 一 方 の 面 に お け
る 装 着 時 に 大 転 子 に 対 向 す る 部 位 に 突 設 さ れ た 弾 力 性 に 富 む 素 材 か ら な る 下 側 凸 部 と を 備
え 、 こ れ ら 上 側 凸 部 と 下 側 凸 部 と が 、 上 下 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 腰 部 保 護 パ
ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 側 凸 部 は 、 縦 向 き の 線 で 複 数 の 部 分 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 腰 部 保 護 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 部 お よ び 各 凸 部 は 、 発 泡 樹 脂 材 或 い は ゲ ル 状 物 質 を 織 布 或 い は 不 職 布 で く る ん だ
上 で 金 型 で 挟 ん で 加 熱 し て 一 体 成 型 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 若 し く は
２ に 記 載 の 腰 部 保 護 パ ッ ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 腰 部 に 加 わ る 外 力 を 緩 和 す る た め に 用 い る 腰 部 保 護 パ ッ ド に 関 し 、 特 に 、 転
倒 し た 際 な ど に 衝 撃 を 受 け や す い 腸 骨 稜 並 び に 大 転 子 を 保 護 す る た め に シ ョ ー ツ や ガ ー ド
ル 、 あ る い は ス ポ ー ツ 用 の ス パ ッ ツ 等 と 共 に 装 着 す る の に 好 適 な 腰 部 保 護 パ ッ ド に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腰 部 の 衝 撃 を 受 け や す い 部 位 に 簡 単 に 取 り 付 け ら れ る 骨 折 防 護 用 の 保 護 具 と し て 、 破 れ
に く く 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト を 広 面 に 沿 っ て 一 面 に 埋 め 込 ん で 一 体 に 形 成 さ れ た 弾 性 を 有
す る プ レ ー ト 状 の 合 成 樹 脂 か ら な る 第 １ 構 成 部 と 、 該 第 １ 構 成 部 の 一 方 の 広 面 側 に 一 体 に
積 層 さ れ て 該 第 １ 構 成 部 よ り も 軟 性 を 有 し 低 反 発 性 を 備 え た 合 成 樹 脂 か ら な る 第 ２ 構 成 部
と か ら な る 衝 撃 吸 収 パ ッ ド が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ を 参 照 さ れ た い ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ３ ３ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か る に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 如 き 従 来 の も の は 、 転 倒 時 に 損 傷 を 受 け や す い 骨 盤
の 側 端 部 、 つ ま り 腸 骨 稜 と 、 股 関 節 を 構 成 す る 大 腿 骨 の 上 端 部 、 つ ま り 大 転 子 と を 大 雑 把
に カ バ ー す る 形 状 を 採 っ て お り 、 身 体 と の 当 接 面 を 幾 分 か 湾 曲 さ せ て は い る も の の 、 全 体
と し て み る と 平 板 状 で あ り 、 着 用 時 に パ ッ ド の 全 面 が 体 に 触 れ る こ と と な り 、 通 気 性 が 低
く 、 ま た 大 腿 部 の 運 動 に 対 す る 追 従 性 も 低 く 、 必 ず し も 快 適 な 装 着 感 が 得 ら れ る も の で は
な か っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 長 時 間 の 着 用 で も 違 和 感 を 与 え る こ と が な い よ う
に 、 軽 量 か つ 柔 軟 で 大 腿 部 の 運 動 時 に 身 体 に 対 す る フ ィ ッ ト 性 に 優 れ 、 且 つ 通 気 性 に 優 れ
、 し か も 必 要 に 応 じ て 着 脱 が 簡 単 に で き る 腰 部 保 護 パ ッ ド を 提 供 す る た め に 、 本 発 明 の 請
求 項 １ は 、 腰 部 の 両 側 部 に 当 て る 腰 部 保 護 パ ッ ド （ １ ） を 、 可 撓 性 を 有 す る 平 板 状 を な す
基 部 （ ２ ） と 、 該 基 部 の 一 方 の 面 に お け る 装 着 時 に 腸 骨 稜 （ １ １ ） に 対 向 す る 部 位 に 突 設
さ れ た 弾 力 性 に 富 む 素 材 か ら な る 上 側 凸 部 （ ３ ） と 、 前 記 基 部 の 一 方 の 面 に お け る 装 着 時
に 大 転 子 （ １ ２ ） に 対 向 す る 部 位 に 突 設 さ れ た 弾 力 性 に 富 む 素 材 か ら な る 下 側 凸 部 （ ４ ）
と を 備 え る も の と し 、 こ れ ら 上 側 凸 部 と 下 側 凸 部 と を 、 上 下 に 分 割 す る も の と し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 ま た 本 発 明 の 請 求 項 ２ は 、 前 記 上 側 凸 部 を 、 縦 向 き の 線 （ 隙 間 ５ ） で 複 数 の 部 分 に 分 割
す る も の と し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 請 求 項 ３ は 、 前 記 基 部 お よ び 各 凸 部 を 、 発 泡 樹 脂 材 或 い は ゲ ル 状 物 質 を
織 布 或 い は 不 職 布 （ ７ ａ ・ ７ ｂ ） で く る ん だ 上 で 金 型 で 挟 ん で 加 熱 し て 一 体 成 型 す る も の
と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 請 求 項 １ に よ れ ば 、 腸 骨 稜 に 対 向 す る 上 側 凸 部 と 大 転 子 に 対 向 す る
下 側 凸 部 と の 間 が 、 横 向 の 分 割 線 に 沿 っ て 折 れ 曲 が り 易 く な る の で 、 脚 部 の 運 動 に 対 す る
追 従 性 が 高 ま り 、 装 着 時 に ず れ 難 く な る 。 ま た 本 発 明 の 請 求 項 ２ に よ れ ば 、 上 側 凸 部 は 、
縦 向 き の 分 割 線 で 腸 骨 陵 に 沿 っ て 折 れ 曲 が り 易 く な る の で 、 腰 回 り の カ ー ブ に 対 す る フ ィ
ッ ト 感 を 高 め る こ と が で き る 。 し か も 分 割 さ れ て 互 い に 隣 接 し た 凸 部 同 士 間 に 隙 間 が で き
、 こ れ に よ る 通 気 作 用 が 得 ら れ る の で 、 装 着 時 の 快 適 性 を 高 め る 上 に 効 果 的 で あ る 。 さ ら
に 本 発 明 の 請 求 項 ３ に よ れ ば 、 パ ッ ド を 単 体 と し て 容 易 に 成 型 し 得 る の で 、 取 り 扱 い が 簡
便 で あ り 、 高 い 汎 用 性 が 得 ら れ る 上 、 ク ッ シ ョ ン 性 を 損 な わ ず に そ の 外 面 を 平 坦 化 し 得 る
の で 、 着 衣 へ の 影 響 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 に 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 基 づ き 構 成 さ れ た 腰 部 保 護 パ ッ ド の 正 面 か ら 見 た 代 表 的 な 形 態 を 示 し
て い る 。 こ の 腰 部 保 護 パ ッ ド １ は 、 上 部 が 幾 分 か 小 さ な 鶏 卵 形 或 い は 空 豆 形 の 外 形 輪 郭 を
な す 平 板 状 の 基 部 ２ と 、 基 部 ２ の 一 方 の 面 に 突 設 さ れ た 複 数 の 凸 部 ３ ・ ４ と か ら な り 、 左
右 一 対 を 一 組 と さ れ て い る 。 左 右 の 一 対 は 勝 手 反 対 で あ り 、 上 部 の 中 心 が 幾 分 か 後 方 へ 偏
倚 し て い る 。 上 側 凸 部 ３ は 、 縦 向 き の 分 割 線 で 例 え ば ５ つ の 部 分 に 分 割 さ れ て お り 、 互 い
に 隣 接 す る も の 同 士 間 に 隙 間 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 下 側 凸 部 ４ は 、 正 面 か ら 見 た 輪
郭 形 状 が 円 形 を な し て い る 。 ま た こ れ ら の 凸 部 ３ ・ ４ の 側 方 か ら 見 た 断 面 形 状 は 、 図 ２ 並
び に 図 ３ に 示 し た よ う に 、 概 ね 半 楕 円 形 を な し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ ら の 基 部 ２ お よ び 凸 部 ３ ・ ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 例 え ば 軟 質 な 発 泡 ポ リ ウ レ タ
ン 樹 脂 材 、 或 い は ゲ ル 状 物 質 な ど の 弾 力 性 に 富 む 素 材 ６ を 、 伸 縮 性 に 富 む 織 布 或 い は 不 織
布 か ら な る 表 皮 材 ７ ａ ・ ７ ｂ で く る み 、 金 型 で 挟 ん で 加 熱 す る こ と で 一 体 成 型 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 部 ２ の 寸 法 は 、 厚 さ が ３ ～ ７ mm、 幅 が １ ５ ０ ～ １ ９ ０ mm、 高 さ が ２ ０ ０ ～ ２ ５ ０ mmの
範 囲 が 適 当 で あ る 。 ま た 凸 部 ３ ・ ４ の 基 部 表 面 か ら の 突 出 寸 法 は 、 １ ５ ～ ３ ０ mmの 範 囲 が
適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 腰 部 保 護 パ ッ ド １ は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 腰 部 の 側 面 に 当 て て 用 い る が 、
こ の 際 、 凸 部 ３ ・ ４ が 突 出 し た 面 を 身 体 側 に 向 け て 配 置 す る 。 腰 部 保 護 パ ッ ド １ を 図 示 の
位 置 に 装 着 す る と 、 歩 行 時 や 運 動 時 に そ の 位 置 が 殆 ど 変 化 し な い 腸 骨 稜 １ １ に 複 数 の 部 分
に 縦 割 り さ れ た 上 側 凸 部 ３ が 対 向 し 、 歩 行 時 や 運 動 時 に そ の 位 置 の 変 化 が 大 き い 大 転 子 １
２ に 円 形 を な す 下 側 凸 部 ４ が 対 向 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 位 置 に 腰 部 保 護 パ ッ ド １ を 装 着 す る こ と に よ り 、 両 凸 部 ３ ・ ４ の 弾 力 性 に よ る 緩 衝
作 用 に よ っ て 転 倒 時 の 衝 撃 か ら 腸 骨 陵 １ １ 並 び に 大 転 子 １ ２ が 保 護 さ れ 、 上 下 の 凸 部 ３ ・
４ 同 士 間 の 基 部 ２ の 平 坦 な 部 分 が 曲 折 し 易 い の で 、 大 腿 部 の 運 動 に よ る 大 転 子 １ ２ の 動 き
が 阻 害 さ れ ず 、 ま た 腸 骨 陵 １ １ に 対 向 す る 上 側 凸 部 ３ が 縦 の 線 で 分 割 さ れ て い る の で 、 腸
骨 陵 １ １ に 上 側 凸 部 ３ が 当 た っ た 状 態 で 腰 部 保 護 パ ッ ド １ が 腰 回 り に フ ィ ッ ト す る と 共 に
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各 凸 部 同 士 の 隙 間 ５ に よ っ て 通 気 作 用 が 得 ら れ る の で 、 快 適 な 装 着 感 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 側 凸 部 ３ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 最 低 で も ２ 分 割 で あ れ ば 良 く 、 下 側 凸 部 ４ の 正 面 か ら
見 た 輪 郭 形 状 は 、 図 ７ に 示 す よ う な 中 央 部 を 窪 ま せ た ド ー ナ ツ 形 な ど で も 良 い 。 ま た 、 各
凸 部 ３ ・ ４ の 側 断 面 の 輪 郭 形 状 は 、 台 形 （ 図 ７ 参 照 ） な ど で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 基 部 ２ と 各 凸 部 ３ ・ ４ と は 、 図 ３ に 示 し た よ う な 共 に 同 一 の 素 材 ６ で 成 型 す る ば か り で
な く 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 互 い に 異 な る 素 材 を 重 ね 合 わ せ て 成 型 し 、 例 え ば 凸 部 ３ ・ ４ の
素 材 ６ よ り も 基 部 ２ の 素 材 ８ を 幾 分 か 堅 め に し て も 良 い し 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 合 成 樹 脂
製 の 薄 い 平 板 ９ を 芯 板 と し て 凸 部 ３ ・ ４ に 裏 打 ち し た 形 態 と し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 腰 部 保 護 パ ッ ド の 代 表 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る II－ II線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る III－ III線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 腰 部 保 護 パ ッ ド の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 身 体 へ の 装 着 状 態 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 身 体 へ の 装 着 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 腰 部 保 護 パ ッ ド の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 別 の 変 形 例 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 さ ら に 別 の 変 形 例 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１ 　 腰 部 保 護 パ ッ ド
２ 　 基 部
３ 　 上 側 の 凸 部
４ 　 下 側 の 凸 部
５ 　 隙 間
６ 　 素 材
７ ａ ・ ７ ｂ 　 表 皮 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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